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呼 吸 器 感 染 症 に対 す るNM441の 臨 床 的検 討

桝 野 富 彌 ・螺 良 英 郎

結核予防会大阪府支部大阪病院内科象

新規 キノロン系合成抗菌剤NM441を 慢性気管支炎2例,肺 気腫の二次感染1例 の計3例 の呼吸器感

染症患者に投与 し,臨 床効果お よび安全性について検討 した。1回 投与量100mgを1日2回,13～14

日間投与 した。臨床効果は3例 中 「有効」1例,「 無効」2例 であった。副作用は認 められなかったが,

1例 においてS-GOT,S-GPTの 軽度上昇が認められた。
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新規のキノロン剤NM441は,抗 菌活性本体NM394

の7位 のピペ ラジン環 にオキソジオキソレニルメチル基

を結合し,吸 収性を高めたプロドラッグ型の合成抗菌剤

である。NM441は 経 口投与後上部消化管 よ り吸収 さ

れ,生 体内で速やかに活性本体であるNM394に 代謝 さ

れる1)。NM394は グラム陽性菌およびグラム陰性菌 に

対し広範囲の抗菌スペ ク トルを有 し,特 に緑膿菌,そ の

他グラム陰性菌などの実験的マウス感染症 に対 して強い

抗菌力を示す2,3)。

今回,NM441を1日 投与量200mgで 呼吸器感染症に

使用し,そ の臨床効果および安全性 について検討 した。

対象は平成5年7月 か ら同年8月 までに当院を受診 し,

治験参加の同意が得 られた呼吸器感染症3例 で,そ の内

訳は慢性気管支炎2例,肺 気腫の二次感染1例 であった。

年 齢 は65～76歳 で,全 例 男 性 で あ っ た 。 投 与 方 法 は 本

剤100mgを1日2回,13～14日 間経 口投 与 した 。

臨 床 効 果 判 定 は 自 覚 症 状,他 覚 所 見,胸 部X線 所 見

お よび 臨 床 検 査 値 を指 標 と して 総 合 的 に判 断 し,「 著 効 」

(Excellent),「 有 効 」(Good),「 や や 有 効 」(Fair),「 無

効 」(Poor)の4段 階 で 判 定 した 。 ま た,本 剤 投 与 前 後 に

喀 痰 を検 査 材 料 と して細 菌 学 的検 査 を実 施 した 。

臨 床 効 果 は3例 中 「有 効 」1例,「 無 効 」2例 で あ った 。

各 症 例 の概 要 をTable1,2に 示 す。

症 例1:68歳,男 性

以 前 よ りproductive coughの 軽 快,増 悪 を繰 り返 し

通 院 し て い た 症 例 で,productive coughが 強 く な っ た

た め来 院 した 。NM441 100mg×2回/日 を13日 間 投 与

した と こ ろ,開 始 時 に10,100/mm3あ っ た 白血 球 数 が

Table 1. Clinical results with NM441

Table 2. Laboratory findings before and after treatment with NM441

B: Before, A: After * : The data show the measured values at 8 weeks before NM411 treatment.

* 〒572寝 屋川市寝屋2276-1
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13日 後には5,300/mm3と な り,ま たCRPも1.88mg/

dlか ら0.10mg/d1と 陰性化 した。喀痰についても投与

3日 後より性状が粘性 とな り,喀 痰量 も減少 した。7日

後に一旦喀痰量が増加 した ものの10日 後には再び減少

したため 「有効」 と判定した。細菌学的効果については

投与開始時検査未実施のため不明であった。

症例2:65歳,男 性

肺結核既往があり,塵 肺症 を合併 している症例でpro-

ductive cough,膿 粘性の痰を訴え来院した。喀痰 より

Klebsiella pneumoniaeが 分離 され,気 道感染による急

性増悪 と判断し,NM441 100mg×2回/日 を14日 間投

与 したが,症 状不変のため 「無効」と判定した。投与前

に喀痰 よ り分離 されたK. pneumoniaeは 除菌 された

が,Klebsiella ozaenaeへ の菌交代 を認めた。なお,本 剤

投与終了後ofloxacin(OFLX)を300mg/日,7日 間投与

したがこれも 「無効」であった。

症例3:76歳,男 性

本症例 は肺気腫により通院中の患者であったが,喀 痰

量 ・性状の悪化が認められたため二次感染によるものと

判断 し,本 剤 を100mg×2回/日,14日 間投与 した。

しかし,喀 痰量 ・性状,呼 吸困難等に改善が認められず

「無効」と判定 した。喀痰か らは常在菌のみが検出され

起炎菌 は不明であった。なお,本 例 も本剤投与終了後

OFLXを300mg/日,7日 間投与 したが 「無効」 であっ

た。

以上3例 において副作用は認められなかったが,症 例

1に おいてS-GOT,S-GPTの 軽度上昇が認められた。

NM441は プロ ドラッグ型の新規のキノロン系抗菌剤

で,そ の活性本体NM394は グラム陽性菌およびグラム

陰性菌 に対 し優れた抗菌力を有する。今回3例 の呼吸器

感染症患者 を対象に1日 投与量200mgで 本剤の臨床効

果を検討した。その結果,「 有効」1例,「 無効」2例 で

症状改善にやや難がある印象 を受けた。全国集計成績4)

では,慢 性気管支炎,気 管支拡張症(感 染時)お よび慢性

呼吸器疾患の二次感染(除DPB)に 対する有効率は,

200mg/日,400mg/日 お よ び600mg/日 で,そ れ ぞれ

81.5%,82.3%お よび91.7%と 報告されており,慢 性の

呼吸器感染症 に対 しては,今 回我々が検討 した200mg/

日以上の用量が必要であると思われた。
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A clinical study of NM441
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NM441, a new quinolone antibiotic, was administered to 3 patients with respiratory tract infections

(2 with chronic bronchitis and 1 with pulmonary emphysema + infection), and the clinical efficacy and

safety of this drug were investigated. NM441 was administered at a dose of 100mg twice a day for 13•`

14days. The clinical response was good in 1 and poor in 2 of 3 cases. No side effects were observed, but

mild elevation of S-GOT and S-GPT was observed in 1 patient.


